




























Bí� �1�1� Bí

の 構 成

助 者 事例提供者 ! 記 録 係 | 会場責任者

|飯一公民館主事

| 上原敏明 |糸回附会教育主事
| 飯塚市二彬l公民館主事
| 岩佐清彦

佐賀大学教育学部教授

佐藤千代吉穂波町公民館主事

教育庁福岡出張所長 l稲築町公民館 | 小野山 禎二 i川崎町公民館主事
宮崎英一 | 主事久家貞美 徳丸一夫

庄内向公民館主事

安藤順 一

言

九州大学文詐昔日助教授

鈴木広

久留米市社会教育主事

吉瀬純一

福岡県社会教育主事

大和正己

教育成庁社人会教波育教左育係閥長課圭 造

九州大学教育学部助教授

岩井竜也

福岡県公民館速合会

元副会長林 克 Jta

教育庁社会教育課主事

淵上雄幸

山口大学助教授

山本|場

教育庁鞍手出張所長

古野昭男

福岡県社会教育主事

九州産業赤大学司助教授 勝

小林文人

富田町公民館長

吉柳政義

福岡県社会教育主事

水摩安正

北九州市八幡区

間1山公民館

館長仰木忠斡
荒田 伝

福岡市南当仁公民館

主事中島 博

l直方市社会教育J!l!

社会教育主事 | 

武末新徳 |

直方市中央公民館主事

片山 一

大任町社会教育主事

杉原滑降

筑後I背中央公民館

主事高橋安男

嘉穂郡公民館連絡協議会

主事部会

会長野見山 友司

i 鞍手町公民館主事
千手隆慎

芦屋町教育委員会 高本定之

社会教育主事

中西勇雄

中間Tii社会教育課

社会教育係長

岩崎麟喜
赤池田j社会教育主事

松井 一 雄
山岡市社会教育課主事

森田政穂
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佐賀大学教育学部教授

九州大学教育学部助教授

九州大学文学部助教授

山口大学助教授

九州産業大学助教授

稲岡県教育庁社会教育主事
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記 念 講 演

一一:分科会討議をめぐって :一一

めくらめっぽうの人生観

鶴 飾 島原鉄道株式会社取締役 宮 崎 康 平
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福岡県公民館大会の推移

(第7回~第13回)

回数|年 度 | 目 標 内 容 分科会の構成 |備 考

社会教育法施行10周年を 1.開会式
1.公民館市は町のど整村う備育ぴTこ成教ら育によ委つい

社会教育法のー

7 記念して、公民館10年の 2.講み演と反「省公民」館鈴木10健年の次歩郎
いて 及

部改正 (4月)34年 員会 し
あゆみをかえりみ、新し 氏

カ〉
公民館設置基準

1m 
い時代に即応する公民館 3.パネル討ゆ議と「公民館1ら0 2.運本能営館をとど分の館よらのう教に組育織的機し の告示 (12月)

11月21・ の在り方と振興方策を研 年の民あ み これか
の公館」 した よいか

岡 22日 究'9~。 4.分科会 3.公ど民う館の運ら営審議会は
大 5.全公き体民か討館」議「乙れからの

した よいか

はいかにあるべ 4.都経市における青年学級
メd ( 2日) の営

6表彰式 5.農の村経営における青年学級 I
7大会宣言決議

公民館運営の科学化およ 1.開会式 2.表彰式 1会純教差是育山漁村公における社 I公民館設置基準
ぴ技術化を促進し、 地域 3.パの実何ネ践ルを討望を議通むかし「社て会公教民育館 と民館 の取扱い具体化

35年
社会の社会教育センター に 」 2.会近郊教育農漁と村公民にお館ける社

にふさわしいものとする 4.分科会 3.都と市公民に館おける社会教育
10月3・ ため設置基準に則って、 5.分科会報告・全体討議

大 当面の諸問題を研究し新
6.方か県く議会策」会を「各社い会か派教にに育意考の見え振を興聞る 4.公民館す的対のる設基策準置及IL対び運す営る4日

らしい公民館の道標を樹 具11:体関
JII 

立する。
5.分公民待館遇職の員改善の研方修策 ・身大

7. 社てシ会公ン教推民ポ育館進ジすセのウム 「地はーを計域」と画のし(2日)
d ミ 的l乙 整ンる備にタ

8.大会宣言決議

|糊社…センター 1.開会式 1.地域の振興と公民館運 地域社会の変ぽ
として住民の実生活に即 2.と「福問岡題県点J公民館の現状 's" うが次第に目立

9 36年 した総合的社会教育の推 3研究発表3人 2.都市公民館における成 ってくる。
進IL寄与する公民館活動 4.歌唱指導 人教育 社会教育の総合

6月3・ と経営の新らしい在り方 6 育記割念の」講推田演進代元と「総弥公合民氏社館会の教役 3.町村公民館における成 的推進が提唱さ
直 を研究する。 人教育 れる。
4日 6.分科会 7実績発表 4.都市公民館における青

方 8表彰式 9分科会報告 年教育
大 10.全体討議

5.町村公民館における青( 2日) 11講師の話し合い
ノd 12参加者!翠想発表 年教育

13大会宣言決議

たのしく学びゆたかな暮 1.開会式 2.一般報告 1.第1部門全館活動 農業基本法の制

しと文化をつくるために 3.スライド映写 2.第2部門婦人団体学級 定と農業構造改
10 公民館はどうしたらよい ①公と民問館題点15年のあゆみ 3.第3部門青年学級 善事業の推進、

37年 かを研究する。 ②進みゆく視聴覚探材 各部門をさらに 兼業農家の僧加

行
4.の8実酬映際画」 「公民館活動 ①都市②近郊③幾 都市人口相大

5月13・ 5シンポジウム「県議会 漁山村に分科する。
橋 各派i乙聞く」
14日 6分科会 7.表彰式

大 8.全体討議

d (2日) 9. ~ 「欧州の社会
みて」全公
局長

10.参加者感想発表
11.大会宣言決議
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8.都Iti近5<11のIIIJ内部昨年
公民館

I 9.市街地、卜目地0)町内
| 部務公民館

|変貌する社会問る住 1開会式 i第1部門中火・地州経済界の不況が
l民の社会教育活動を振門 ι・4 勾6式 l 民館の役割 l続き、公).1、料金
|するため公民館はどのよ 3.オ jエンテーンヨ ン ・農山漁村の公民館 |等の他 i二げが続

!うな役割jを果たすべきか 4.分科会 I 2.都市近!iIIの公民館 |く。
15.分科会報告 i 3.都市の公民館 !社会開発が重!変
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めに公民館の果たすべ 4.僻地断ぬの附内1'1世議 I1/1 I期待される
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7.記念講演「現代に空き I 5.都一巾近郊と段村の111]"iされる。
る日本人のあり方」北 | 内部総公民館 | 

九大学長 今中次謄 6.都市の阿]内部終公民 |

|館 |第 3 部門社会・ ~'j!:溜1月
， 動と公民館 | 

l 7社会糊と公民館 ! 
| i W 習活動をすすめる |

i ために
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京I5月23・
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公民館設置状況
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分科会の事例提供資料

第1部門 住民の創造的な生活の確立をめざす自主的な学習活動を育てるた

め公民111'.(の管理はどうなければならなL、か

(施設 ・設備・財政・ 職員 ・運営審議会など)

"・・ e・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・目・"・・ 1白・ 0・・・・・・・・・，................，白・・・・・・・・・ φ・.".......・・・目・・田 e・0・・，........................................目

第1分科会 都市市街地域の公民館では

陣山公民館の館管理の現状

A はじめに。

1 陣山公民館は、|臼八幡市のミ地域公民館建設年

次計幽、により、間有135年11月にili費758万円で
新築開設された公立公民館。

2 主対象は附山rt学校地域

).1数約4，500P 人口約20，000人小学校2校。

住宅とそれに附帯する商脂と、中小工場地区(八

幡の中小企業の約40%近く)をもっ地域。

3 新築開設された公民館に着任して第ーに思った

ζとは、まず地域の住民11:.親しまれ、喜ばれ、支

えられるようになる乙と。公民館が、地域の住民

からきもちよく利用されるうちに、板をはり、校

を伸ばすという住民の生活とともにある公民館。

住民とともに歩む公民館として成長するのだと思

った。

4 もちろん、乙ういう歩みのなかでも、私のもつ

探題意識 ・使命観といったものは、初めは深く、

漸次その成長度11:.応じて表面化してくるし、 ミ住

民の創造的な生活確立のための自主的な学習活

動ミ色、そのことに深い関心をよせる百山慮の中か

らうまれてくると思っている。

私の事例提供は、まず住民の利用しやすい。喜

んで利用できる公民館であるために、その管塑は

どうあったらよいのかという以になると思う。

B h1!i設について(④陣山の平面図と機能)
1 対象となる人口。その中でお乙なわれる諸活動

に適応した抱設の規僚がほしい。公民館の主体的

な活動と一般の施設利用をどの割合にするか問題

北九州市立八幡区 ~Ii 山公民館

館長 仰 忠 幹木

だが、陣山の場合地域住民の利用のみでな〈職域

の諸活iIlIJI己よる利用もあるので、できれば更に集

会室2室と図書談話室がほしい。
2 八幡では、地域公民館の場合、職員の休日の問

題。開館をしても利用がすくない。館側で必要が

あれば臨時開館ができるという理由から日曜は休

館としている。この点、本当に住民の立場を考え

た措置といえるだろうか。

3 公民館の使用については、公民館条例施行規則

により申込を受付け、使用許可をしているが、無

料使用と有料使用の場合の判断がむつかしい。

ζれはどう考えたらよいのだろうか、

(⑥ 施行規則)

さらに、使用の計可は、実際は公民館長がして

L 、るが、規則の上で権限は教育委員会がもってい

る。乙の点についても、公民館の見識判断にまか

せたらどうだろうか。

4 公民館の施設という場合、館の営造物のみを考

えがらfごが、宮古の周辺lζ軽スポーツのできる小グ

ランド。きがるな話合いのできる屋外庭園など必

要な機能ではあるまいか、

5 館外活動を考える場合、それに必主主な諸品格納

のための倉庫がほしい。

(陣山の場合倉庫4.95111'のみ。 押入れ3ケ所)

C 設備について (6 陣山の設備参照)

1 D書写のための設備を重視したい。
館の行事をおこなう場合の周知ピラ。 関心喚起

のためのよびかけ。館報などを作成するために。
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さらに関係団体がプリント。機関誌。集会の資料

作成などに、騰写は重要な役割をはたしている。

陳山の場合堀井騰写版とラピット輪転機写機

をおき、勝写コーナーをつくっている。

必要な時は、中央公民館にあるリコピーを利用

するが、将来は地lX館にも備えて一般の利用1:::も

供したいと思う。

2 読書のための設備を重視したい。

公民館の倒人的利用をすすめるために。間組を

もっ人l己解答の手がかりをあたえるために。余限

善用良替普及のために、年鑑 。百科事典等基本的

な図容にあわせて、興味をひく新らしい図書を備

付たいと思う。

阿i山の場合、開館当初に購入した凶脊 5万円

(200冊)と、 図書館の団体貸出用図書(毎月1

間入替約80冊}。児童文庫の会より借用の児童図
替200冊で自由接架により貸出に応じているが、

将来は図書館の分館にもなる位の意気ごみで、こ

れを充実したいものと思う。

3 館内での学習活動をすすめる場合、教具が不十

分。計算尺取扱講習では九州の総代理広であるA

洋行より 、貸計算尺 (50本)教授用計算尺必用意

したり、児童文化センターにお願いして染色月J~首

品。絵画見本。粘土板など借用している。 ζれに

ついては、関係者で共同して利用の多いものから

漸次購入していったり 、協力しあって教材資源リ

ストなどをつくったらどうどろうか。

4 各種の団体が、館内でいろいろの活動をする場

合、品物を預かることが多い。目前よく利用する

これらの団体のために戸棚をおいてその団体の専

用利用に供している。(私書箱の方式)

実習室の各種料理グループの調味料など諸品も

戸棚を用意している。

5 館外の諸活!li}j!L貸出すことのできる術品を充実

したい。

現在、野球用具。バレーボール用具などスポー

ツ用品。 FD丹1のレコード、 プレイヤー。 16ミリ

の映写機、映写幕、暗幕(フイ Jレムはあっせんす

る)の貸出をしているが、乙れを更に充実するこ

とが、大切なのではないかと思う。

D 職員について(e 陣山の職員参照)

1 それぞれの立場のちがいはあっても 、公民館の

仕事はζの4名の職員が一丸になってあたるのだ

という気概と 、チームワークづくりにつとめてい

る。(毎週月隅の職員集会実施など)

2 公民館の職員は、勿論専任でなくてはならない

が、しかしミ財政が苦しいミという ζとで、専門

性を高める研修参加の機会もすくなく 、配転の衝

にあたる行政の、下詩的な立場!Ltこつととをよぎ

なくされる、市の一般的な事務職員が、 ζれにあ

たるという現状ば、再考きれなくてはならないの

ではないか。

3 公民館が、地域住民の生活とともにある活動を

する、要素として、館長は地区間に居住している

ほうが、住民意識を肌で!~じる ζ とができてよい

のではあるまいか。そしてまた各種の団体と接し

ていくためには、ある程度の年令 ・身分がいるの

ではあるまいか。

4 住込職員は、断続勤務省として12時間拘束 (10

時から1印侍までの勤務)tごが、館長、事務職員不
在の場合 (特に夜間6時から10時)

強い責任をもっ乙とにな り、 一般の人にあたえ

る影響も強い。 ζの勤務の形態、その権限といっ

たものを再考する必要があるのではないだろう

カ〉。

E 財政について(⑧ 阿i山の予算参照)

1 事業費とともに、館の鮒持管理!の経費。備品消

耗品等の経費を重視したい。

2 経費の支出は、事前伺いをたて社会教育課長の

決裁をえて会計より支出されるが、ある金額まで

は、小中学校長と悶じように資仔支出を認めても

よいのではないか。

3 社会教育公民館のM政、とくに管理上の経費が
苦しくなってくると、いけないとは思いつつも、

つい公民館後援会をつくったらどうだろうと考え

たり、それをすることが、むしろミ我々の公民

館、意識を強めるのではなし、かと思ったりするこ

とがある。

F 運営委員会その他について (eY 陣山の場合)

1 社会教育法にもとづく巡営審議会は中央公民館

においてあり、各地主主公民館にはそれに準じた運

営委員会がある。

諮問体の代表者で構成されており、館長に対す

る諮問機関という形Tごが、館と一体になって事業

をすすめるというより積極的な獲勢をもたせるた

めに、類似公民館でとられるような各部制は考え

られないものfごろうか。

2 公民館を経営管理する場合、調査。事業の計画

立案。グループl乙対する適切な助言。効果的な教

材の提供。その結果の評価。諸活動の年次的な積

上げなどが考えられねばならないが、ζれらにつ

いて、現場の実務者と、学者専門家がともに、試

行し研究するような体制がとれればよいと思うが

どうた・ろうか。
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G おわりに

ミ自主的な学習活動を育てるための管理、という

面からは一般的なものになりすぎたり事例の提供で

はなくて、意見になった点をおわひ'するとともに、

諸兄の協力によって、正しい方向で討議がおとなわ

れるととを期待しています。

資料 @ 陣山の平面図と各室の機能

集会第

Hi月'

講堂

。収容人員 100~200人

。ステージ、引幕の設備あり

。暗幕の設備あり

。ピンポン台三台設蹴

。マイク、プレヤーの設備あり

。;講堂と和室はドアで連絡されている

和室

。 17.5曜と 4 短で20~40人

。炉が切ってあり水屋設備あり。

実習室

。ガス孔 7ロ ガス台 14台 流し116台

。水道蛇口 7口
。収容人員 ~40人

集会室

。収容人員 ~40人

。黒板、教阜、机、椅子があり 各種の集会に利用

。暗幕設備可能

事務室

。コンセ ット 2佃 ガス孔 1口

。時報朋ベル、呼出マイク設備

。応接室、作業室、図書として利m

{史所

。男子用 @ 1 @ 3 

女子用 3 

廊下分を除き各室後光灯!照明

@ 市立公民館条例施行規則

条例の8条教育委員会は特別の理由があると認める

ときは、使用料を減免するととができる

施行規則別表第2

減免する場合

。市文は教育委員会の主般によ り使用する場合

。市又は教育委員会が他の団体と共催する場合

。社会教育関係団体 ・学校教育関係団体・社会福祉

・保護更正団体がその目的のために使用する場合

。その他教育委員会がilSi当と認めた場合

条例による使用料

:1引:::円
ガス 1台につき

1時間20円

その他の室 日 80 

。時間外の使用はC170~220) の料金の10~J焔

。入場料その他乙れに類する料金を徴収する時、又

は収益を伴う用途に使用する時は規定料金の10~J

増

。陣山のI!I:備
A、講座の講演会等の行家
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iil:ljillJIll? 
C 、レクリェーション1<::関するもの

碁盤 2組|野球用具 1式

館

2jllh 
RZ司-下ml22i1Z「ま「lnooo

亙蚕豆11-1一両日一点|

一両iI亡こ |
l-仁三コ

一面 E二i
-I _~Ur -fìlï l 

市惨
!前

教

将棋盤

二泊五 1式 !同卓球舶台
D、事務l乙関するもの

2 月行事黒板 堀井謄写版

回転椅子 2I行事掲示板 1 I輪転謄写機

書類戸棚 2i書類分類整理箱1iカッター

脇机 2 I資料観保管制 |ナンバーリング 1

E、その他

呼出マイクセッ ト1

卓球用具2組

事務机

委

消火穏 4 8 

3 旗国2 応接セ ット

6 下駄箱ガスス トーブ

4 立傘石油ストープ

時10 湯呑み

言十

95，200 

交付金印刷費食糧費

1，200 

報償費

94，000 

酬報

5，600 ωo 5，000 

2，0∞ 2，000 

10，000 

10，000 

2，900 

123，100 

10，000 

均一一 亡~__~_!_J ~_ -ffi !l_士三三「τー
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13，000 13，000 修

修

入
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C、:活用資
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備

建
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地
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公

民
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費

松

等

等

購

購

品

物

品

書
11.000 
3，000 

11，000 
3，000 

燃料。電気。水道。ガス。電信料は社会教育課で実績支出

! 日白丁 68，9∞ 。65，000 t
 

-一三一ロ
A 
0=1 
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ey '*山の運営委員会

昭和40年度の場合

老人クラブ1 青年グループ1 工場代表1

民生委員1 幼稚園 1 市議員1

。19名 中学校1 小学校2 PTA3 Il1J自治会2

婦人会2 子供会2 体育委員会1

。毎月一回開催するととにしているが、結果としては

二月にー阿の関併になっている c

10月26日 夜| 出席 11名|報告(いままでの活動、施設、人事)

協議運営委員会の組織について

築地会からの申入れについて

今後の行事計画

情報交換社協地区評議員の選出について

11月25日 夜 |出席 10名|報告 (5周年行事問、て)

協議地区新成人の集いのすすめ方

情報交換

12画面 -l~-r ttlJi 7五Tiifl;-(己主主主語瓦1Mi五;三五福;一一一一一一一一
協議家庭の日を地区にひろめるには

恰報交換

3月8日 夜|出席 11名|報告(活動、施設、 職員K-::>，'て)

協議運営委員視察会

春の講座計画

41年度の目標について

情報交換
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第1部門 住民の創造的な生活の確立をめざす自主的な学習活動を育てるた

め、公民館の管理はどう なければならないか。

(施設、設備、財政、職員、運営審議会など)

"""，............・・・・・・......・・・・・・・・・ φ・........."・........."・・，...............，・...........・・ 1・・・・・・...............，・・・・...，ι'"・'"・・・ι..'，・'"・・.・'"・・ι

第2分科会 農山漁村及び都市近郊の公民館では

稲築町における「公民館の管理と学習のすすめJ

1、はじめに

稲築田Jの社会教育のあゆみは、明治の頃から幾多の

変遷をかきねてきたが、指導者のその多くは、学校教

師、団体の代表者であった。昭和の初めとろ、報徳会

同情会などのl'11体が道徳的な社会教育をおこなうよう

になり、昭和6年2月11日から実施された「稲築村社

会教子守協会会IWJに見られるように、表面l上は軌道に

のった運営がなされていたと考えられる。

太平洋戦争にかけてのE韓国的色彩、統制と混乱 ・ー

それから戦後。

国民生活が安定もし、経済不安のピンチを切り抜け

た頃、本町社会教育においても、民主的凶体の活動

と、公民館運動の進展により公民館が新らしい住民教

育の場としてクロ ーズアップされ、明るい同Jづくり巡

動の拠点として位置づけられるようになった。

しかしながら、現在でこそ一応は地域住民K公民館

が理解されたとはいえ、 20年の綴月の聞には幾多の曲

折を総てきている。

稲築回目誌の-1引を来日介してみよう。

「稲築町公民館本館が、孤々の声をあげたのは、昭

和22年4月1日で、当時は専任職員もなくl町役場社会

保の一部として社会;et!職員の業務により、形式のみが

存在していたにすぎなかった。しかし附荊123年5月 1

日専任職員が設置されて以米、活発な公民館活動が起

り更に24年6月10日には社会教育法が発布されて、公

民館はその基盤ができたのである。そして同年11月11

EIに州議従第22号によって公民館条例が制定され ー」

とあるように、7-;:難のi主をたどった幾多の先離の労が

しのばれる。

昭和25年、敷地2458.5ni(745坪) 内に公民館本館

5024ni (152.25tf)図書館132ni(40呼) 建設が着工

稲築 UU 公民館

:'t 事 久 望反 貞 美

され、~Lî和26年に紺ついて'完工、その後活動0)発反に

伴い施設、設備の拡充整備がすすめられてきている。

l問手IJ38年10月、国の基幹産業とうたわれ、地域開発

の最先端iにあった石炭産業がエネルギー革命の淡にお

され、 2広重量にその維として君臨した三井IIJ!frf炭坑の閉
山をむかえた稲築は恒久的な新らたなUU勢桜扶!Wを講

じなければならなくなってくる。

それはただ稲築fごけにとどまらず、 石炭産業に~J勢

を依:序した筑豊の宿命て'もあった。

長い隆史lこ培われた、温し、JII筋気質は、人と人との

結びつきや、親身になっての世ififi~r きといううれしい

気質をもら、こω気質が有fL、指導者を支える精神であ
ったが、l羽終山により彼ミ，fr;有志の指導者は、新らしい

臓を求めて県外に去ったり、失職して淋しい俗日を送

ろうとしてL、る。

このようなとき我詩，公民館人は、

何をどのように整備し、提供すべきなωかを考え
る。

婦人会、青年|却、 子ども会指持呂協議会、 fども会

育成会、古都洛公民曲，長会でもこれらのl対体活動のrl'で

巧えてきたし、又対入学級、青年学級ω学河テーマの
J.!"で主題としてとりあげ、討議がなされてきた。これ

らの代表者を中心に、 l剥係機関、 lγ;措 ，r，を{~めた iili営

審議会は、筑豊iのf主民の芸!求をなんとかj討dこしにいと

苦慮してきた。

そうしたなかから新ら しい知忠も生れた。 めまくる

しく変動し発展する社会のi!l1Jきに、{IIJとはなしに抵抗

を~，l{じはがら 、 今日も γ!押にとりくむ努力が続けられ

ている。

2、IIIJ公民館の機的と施設、設備ω似弘j
=職員の構成=ニ
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地峨 /(-;f主l( (内成会 )

=社会教育の基盤=

館長教育長兼務(男)55才
主事社会教育主事兼務 (11)37才

指導係学級、団体、体育指導 (11)25才

I.(!、筋係一般庶務、運転手 (11)21才

グ |当番業務一般庶務(女)26才
用務員管浬人事務補助 (男)32才
非常勤学級主事

一般教養担当

生活技術担当

職業技術担当

巡営審，議会委員

=施設の概要と機能=

。事務室

(男) 4人
(11) 4人

(女) 2人

(男) 3人

20人

'if~ 1時 4 人が執務(内=用務員 1 人)

(一般文書 ・指導資料凶香等備付)

。指導相談室(談話室)

8 人~1O人が会議可能、図書業務並ぴに一般受

付のため庶務係(女)を配置

(視聴覚滋材、|暗室兼用物置を備付)

特l己、図書(文学小説類)の利用を高度にするた

め、開架式により1300冊を公開一般貸出しをおこ
なう。

。会議室

25人~30人一般会議に提供

教室(講義の場合)45人まで収容、テレビ、ステ

レオ、ツイタテ 2脚 (3グループ集会可能)

。階上和室

20昼、10壁、8畏2聞
大小会議集会、結婚式に利用

。講堂

ステーフ 椅子式 200人収容
大小会議集会講座講習、結婚式。

別棟図書館

事務室、書庫、関覧室30人収容、蔵書9，750冊

=教具教材=

16弘 8 ~院映写機各 1 台

スライド映写機 2台

テレビ、ステレオ、テープコーダ一、オルガン

アコーデイオン等備付

野外活動用天幕25帳外一式
自転車5台を常備

その他調理台、用具、体育用品

=昭和41年度社会教育費 6，486千円
館管理費 1，099 11 

学級講座など教育費 582 11 

補助金負担金 1，064 11 

人件費 1，933 11 

会議その他 1，202千円
備品購入 425 11 

委員等報酬 181 11 

保健体育費 648グ

3 学級主事会と学級のすすめ

前述の如く 、一応整えられた施設と教具教材をどの

ように活用するか、かぎられた職員にたよることは、

不可能に近い。

日曜返上、時間外勤務とあたかも当然の責務のよう

に学級指導に、部落公民館活動援助K東奔西走するこ

とには、おのずから限度がある。

稲築問]では、昭和35年ごろより38年にかけ閉山ムー
ドの高まる中で、青少年の健全育成を年間目標にかか

げ事業活動の展開につとめていたが、子ども会の指導

者間において、育成ムードの高揚は成人教育の効果に

まつものが多いとの着想から、グループをつく り部務

公民館やその他の学級活動に能動的な啓発活動をおこ

なっていた。

指導者の離IlIJK伴い、活動にも困難をきわめて昭和

39年4月、 本格的に社会教育を研究しようとするグル

ープの育成にかかり、とりあえず10人を委嘱するとと
とし、学識者や指導経験者に依頼した。乙の試みに対

し教育委員会は月額1，000円の事務補助を各人に支給
する ζとにし、会の名称を稲築町公民館学級主事会と

レTこ。
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まず発想の段階では

① 沈滞した閉終山の石炭坑を抱え、人心の動きをと

らえながら、明るい町づくりK転化させるため、公

民館を中心にした学習活動を、あらゆる機会をとら

えてPRし、その基盤である部落公民館と町公民館
との関の、パイプ役として、活動の水を通す。

② 部落又は支部などで開設される、 婦人学級やその

他の集会活動IC、町公民館の機能をもらこむ。教具

教材の提供、助言指導者としての前時接触など、平

常の生活活動学習活動と直結していく。

③ 自己研修の場として主事会を利用し、自分がもっ

ている特技や識見を、悶休学級、地域の求めに応じ

て提供していく。

ということであった。

その後3年を経過し昭和41年度は構成員も 5名増員

し予算を計上、4月現在13人に委嘱その活躍は期待さ

れている。民間有志指導者として本会発足以前から、

やがて10年目をむかえようとする2人の主事を含め、

元学校長、会社社長、団体幹部経験者、保健婦、農協

商工関係者など多彩な顔ぶれで公民館の事業の展開

や、住民の教育要求のは握の面でプラスの函が非常に

多い。

部落開設の学級では、年度後半になると、翌年度学

習計画が担当主事を囲み話し合われ、行事や学習の実

践に当っては助言者に早変りするなど、効果的な運営

がなされるようになった。

又、相互間の定例(毎月 1回)主事会は、多角的な

議論と談笑の中で和やかなうちにも研究心にみちてい

る。

その紡巣、学級活動が活発となり、機能的な目的集

聞としての学習体制が獲備されだした。

次の表は学級主事会組織後の開設学級の推移である

OHJ公民館が直接助言し開設しているもの)

附和39年度

本館青年学級 3課4学級

婦人学級本館 1 ~f.級

部定年 2学級

家庭教育学級

部落 1学級

1113荊140年度
本館背年学級 4課5学級

姉入学級本自，学級

文部省委明 1学級

古私書年 6学級

家庭教育学級

部落 3学級

附手1141年度開設申請が出されたもの

本館青年学級 3 課 4 ~F級

婦人学級本館 1学級

文部省委嘱申請1学級

部落 9学級

家庭教育学級

部落 5学級

若妻学級 1学級

生産農業学級 1 '学級

20年の公民館のあゆみの中で、根強く感じられる一

つのムードは上意下迷いわゆる「タテ」の系列の前近

代的な風潮である。

いろいろの集会で、求められる意見は強制指導の要

求であったり、そのような助言が、曲解され物議をか

もすことの多いのに図ったことすらあり、乙 うしたな

かに主事会の活動によって社会教育活動の理解と推進

が図られてきたのである。

昭和40年4月25日、各社会教育関係凶体並びに学

校、青少協、部落公民館長等の合同会議を「稲築町社

会教育協議会」との名称で発足させることが提案さ

れ、各組織、機関の交流と一貫した社会教育目標の樹

立に大きな成果を収めるととができた。

4、おわりに
社会教育サービエセンターとしての公民館の位置付

けはと指導もうけ、その機能を充実させるために努力

する我々は、日進月歩の社会の動きにおくれられない

宿命をもっ、遂げ兎にあればあるで、又順風にもこころ

よしとせず、苦しい生活IUこにかいをいどみながら、

歩一歩と整備していかなければならないfごろう。

施設の充実もさることながら、少数の職員の一人舞

台の限度を、理事者。IIJの理解と、保有資材の活用とボ

ランテアーの協力とによって、地域住民の一人一人に

遂元させようと努力し、 首脳している~を紺介し、 と

批判をあおぎたいc






























































